
小田急電鉄の
自然との共生活動

自然との共生活動の考え方

優れた自然
身近な自然

保全配慮
自然の活用

自然の恵み
享受

沿線価値の向上
快適な時間の創造



小田急沿線自然ふれあい歩道の選定
●駅を起・終点とする３~９kmの独自に選定した散歩道
●沿線にある魅力的な自然や歴史を紹介
●コースマップに見所の解説を付けてホームページや小冊子を作成
●情報提供員から最新のコース情報を収集してコースを管理
●全７０コースが完成（毎年１０コースを選定）　総延長　453.2km

雑木林の小道（黒川コース）

由緒ある社寺（世田谷代田コース）

小　冊　子



　自然観察会
●自然ふれあい歩道を観察会に活用
●四季を通じて年４回実施
●沿線にお住まいの方を参加募集
●2007年度実績　　　4回、 323名　
●過去（2001年より）　35回、2039名

野 鳥 観 察 会

磯 の 観 察 会

山 の 観 察 会



　里山保全活動

アズマネザサの伐採活動 モウソウチクの間伐活動

●未利用の社有地の雑木林、竹林での維持管理活動
●多様な生物が生育する環境づくり
●社員やOBの自主的な活動や車掌や運転士の教科実習にも利用
●2007年度実績　~　12回実施、　424名参加　　　　　
●過去（2002年より）　~　７9回実施、　2４１１名参加



　環境保全活動

●宮ケ瀬湖園地・菩提峠にて実施
●グループ会社の社員も参加
●2008年度実績　　　　1回、132名
●過去（2001年より）　  8回、913名　　　　　　

●沿線の江ノ島、相模川にて実施
●グループ会社の社員も参加
●2008年度実績　　　　2回､　623名 
●過去（2000年より）　23回、3411名

◆　クリーンキャンペーン ◆　植　樹　会植　樹　会

江ノ島でのクリーンキャンペーン 菩提峠での植樹会

２００８年度より参加者を一般募集



　鉄道法面の環境評価

●鉄道法面を生物多様性の観点から再評価
●１８箇所の調査区で植物、昆虫の生態を調査
●定期的な草刈により安定した草地環境が維持され、生態的な豊かさが証明
●外来植物の駆除と在来種の導入実験
●維持管理手法の検討

オカトラノオ
　在来種　

オオキンケイギク
　特定外来生物

＜外来植物の駆除と在来種の導入実験＞＜鉄道法面で生息が確認
された貴重な生物例＞

　　ショウリョウバッタモドキ
　　　東京都多摩地区RDBのCランク



●箱根や丹沢の素晴らしい自然景観や人文景観
　　との印象的な出会いを提供
　　
　 ホテルを拠点としたエコツアーの実施
　グループ会社の特性・強みを組み合わせて推進　
　公共交通機関を活用したカーボンオフセット・エコツアーの企画
　　

●情報提供員による、沿線での自然ふれあい歩道
　を利用したミニ観察会の試行
　
　１回あたりの参加者数は５~15人を目途
　今年度は９月~１２月に５回企画

 　エコツーリズムの導入


